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コラム２ 佐賀の地名の由来

「佐賀」という地名の起源は、『肥前国風土記』に二つの伝承が記されています。ひ

とつは、ヤマトタケルノミコトが巡幸の際に郡内に植生する楠の大木の茂る様を見て、

「此の国は栄の国と謂（い）うべし」といったことから「栄郡（さかえのこおり）」と呼

ばれ、後に佐嘉郡となったとするものです。もうひとつは、佐嘉川の川上にいた荒ぶる

神が道行く者を殺生（せっしょう）するため、それに困った県主（あがたぬし）の祖先

である大荒田が、土蜘蛛の大山田女（おおやまだめ）と狭山田女（さやまだめ）の進言

によって荒ぶる神の祟（たた）りを鎮め、「此の婦（おみな）はかく実（まこと）に賢

（さか）しき女なり。故（か）れ賢女（さかしめ）を以て国の名と為（せ）むと欲（お

も）ふ」といったことから賢女郡（さかしめのこおり）と呼ばれ、それが訛（なま）っ

て佐嘉郡と呼ばれるようになったとするものです。

漢字の表記は明治時代までは「佐嘉」が使われていましたが、明治３年（1870）に

「佐賀」に統一されました。

（５）沿革

平成17年（2005）10月1日に佐賀市・諸富町・大和町・富士町及び三瀬村が合併

して、「佐賀市」が誕生しました。さらに、平成19年（2007）10月11日には、川副

町・東与賀町及び久保田町との合併を経て現在に至っています。

（６）人口

平成７年をピークに減少に転じており、平成7年（1995）の246,674人から令和7

年（2025）（推計値：225,802人）までの30年間に約21,000人減少する見込みと

なっています。さらに佐賀市人口ビジョン（令和4年度）によると15年後の2040年に

は約201,000人まで減少するとの推計もあります。
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⑦ 文化芸術活動への支援

文化芸術活動をより活発化し、積極的に取組むことができるようさまざまな活動の場

を設け、文化芸術活動の向上を図ってきました。より多くの市民が、文化芸術活動に興

味関心を持ち、活動に積極的に参加することができるよう、これらの発表の機会を充実

させていく必要があります。

また、多くの顕彰や発表の機会を通じて本市から優れた文化を発信し、市民の文化向

上へつなげていくことが必要です。

分類 名称 主催者 回

文学 佐賀県文学賞 佐賀県芸術文化協会 62

美術
佐賀美術協会展 佐賀美術協会 106

佐賀県美術展覧会 佐賀県芸術文化協会 ７４

音楽
九州合唱コンクール 全日本合唱連盟九州支部 79

九州吹奏楽コンクール 九州吹奏楽連盟 69

書道 佐賀県書道展 佐賀新聞社 32

囲碁 県アマ囲碁最強者戦優勝大会 佐賀新聞社 47

写真 佐賀県写真協会公募展 佐賀県写真協会 40

将棋
中学選抜将棋選手権大会佐賀県大会 日本将棋連盟 45

全国高等学校将棋竜王戦佐賀県大会 読売新聞社 37

文化

内山文化賞 佐賀市文化連盟 佐賀支部 38

谷口文化奨励賞 佐賀市文化連盟 佐賀支部 17

市政功労者表彰 佐賀市 １９

（令和 7 年 3 月現在）

⑧ 文化芸術活動の情報発信及びＰＲ活動

市民が多くの文化に触れ、文化芸術活動に積極的に取組むことができるよう、市の広

報や各種SNS、ホームページ等を活用し広く市民に情報の提供を行っています。

また、さまざまな活動団体からも情報発信が行われており、より多くの市民が文化に

触れることができるよう活動されています。これらさまざまな情報ツールの利点を活か

し、相互の連携も意識しながら、幅広く市民へ情報の提供が行えるように発信していく

必要があります。

さらに、市内だけではなく、あらゆる媒体を通じた市内外への情報発信を支援してい

くことで、多様な交流や、集客を図ることも重要です。

■主な顕彰
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⑨ 産業分野との連携

佐賀県では、伝統産品の重要性を認識し、産業としての発展を支援するため、県内の

伝統的な工芸品や食品を対象に伝統的地場産品として県指定を行っています。本市は、

「佐賀錦」、「肥前びーどろ」をはじめ５品目の指定を受けており、長く受け継がれた技

法や特産品を活用し、地域の活性化を図っていく必要があります。

また、文化・伝統産業とさまざまな企業とが連携し、新しい文化の創造や地場産品の

創出による産業の活性化につなげていく必要があります。

特定産品の

名称
指定団体 事業所数等

産地形成

時期
主な製品

伝統技術

または技法

佐賀錦
佐賀錦

振興協議会
約180名 江戸末期

帯

バッグ

財布

アクセサリー

等

平織り、

綾織り、

模様織り

諸富家具

・建具

諸富家具振興

協同組合
34事業所 1956年

家具類

建具類

継手技術、面取り

技術、相次、貫通

名尾

手漉和紙
肥前名尾和紙 1事業所 元禄年間

ちょうちん

障子紙

名刺

便せん等

紙漉

鍋島緞通

株式会社
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令和７年４月

資料：佐賀県ホームページ（佐賀県の商工業より）

■佐賀県指定伝統的地場産品





■佐賀市所在の指定文化財（他自治体等からの寄託分を除く）

■佐賀市の登録文化財件数

（令和８年３月末現在）
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建造物 ― 6 ７ ２０ ３３
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古文書 ― ３ 6 ４ 13

歴史資料 ― ― 7 ６ 13

書跡・典籍 １ １ ６ ３ １１

彫刻 ― ２ ４ １４ ２０

考古資料 — ２ １８ ７ ２７

無形文化財

工芸技術 ― ― 2 ― ２

民俗文化財

有形の民俗文化財 ― １ ２ １０ １３

無形の民俗文化財 ― ２ ２ ８ １２

記念物

史跡 ― ７ ５ １９ ３１

天然記念物 ― ３ ３ １１ １７

合 計 １ ３２ 96 122 251

種 別 国登録 県登録 合計

建造物 21 ― 21

絵画 ― １ １

合計 21 １ 22
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古文書 ― ３ 6 ４ 13
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彫刻 ― ２ ４ １４ ２０

考古資料 — ２ １８ ７ ２７
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工芸技術 ― ― 2 ― ２
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有形の民俗文化財 ― １ ２ １０ １３

無形の民俗文化財 ― ２ ２ ８ １２

記念物

史跡 ― ７ ５ １９ ３１
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合 計 １ ３２ 96 122 251

種 別 国登録 県登録 合計

建造物 21 ― 21

絵画 ― １ １

合計 21 １ 22
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② 指定文化財以外の歴史遺産

本市には、各時代を反映した遺跡や各地域で受け継がれる伝統芸能、古くから伝わる

祭り、景観など、文化財指定を受けていない歴史遺産が数多く分布しています。

こうした歴史遺産を保存、継承していくために、大学や研究機関などとも連携しなが

ら、適切な保存や資源の有効活用を図っていく必要があります。

また、県において、美しい景観を呈する地区または地域を象徴する建造物を、これに

まつわる物語とともに22世紀に残すべき価値を有する「佐賀県遺産」として認定し、

その保存、活用を推進するため、「22世紀に残す佐賀県遺産」制度を実施しています。

本市では、この佐賀県遺産として、「野中烏犀圓（建物）」や「旧馬場家住宅」「山口亮一

旧宅」など14件が認定を受けています。

数多くある歴史遺産を、先人から受け継いだ価値あるものと認識し、次の世代へとつ

ないでいくためには、市民一人ひとりが歴史文化に対する意識を高めていく必要があり

ます。

■２２世紀に残す佐賀県遺産（佐賀市）

平成17年度認定 野中烏犀圓（建物）、旧馬場家住宅

平成18年度認定 山口亮一旧宅

平成20年度認定 佐賀市歴史民俗館※旧久富家住宅

平成21年度認定 東与賀の干潟を望むシチメンソウ群生地

平成22年度認定
佐賀市歴史民俗館

※旧福田家、旧古賀銀行、旧古賀家、旧三省銀行、旧牛島家

平成24年度認定 佐賀市歴史民俗館※旧森永家住宅

令和元年度認定 旧百﨑家住宅

令和３年度認定 徴古館

令和５年度認定 戸上電機製作所本館

■徴古館 ■佐賀市歴史民俗館（旧森永家住宅）
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３.基礎調査結果からみる文化振興の状況

（１）佐賀市の文化に関するアンケート調査の実施概要

① 目的と位置付け

本計画の策定にあたって、市民、文化芸術活動団体、子どもたちの佐賀市の文化振興

に対する現状や意見を把握し、策定の基礎資料とすることを目的に実施しました。

② 調査実施概要

調査対象 配布数 調査方法
回収数

（回収率％）

一般

アンケート

18歳～89歳の市民

（年齢、地域で割付を行い、

無作為に抽出）

3,150 郵送
752

（23.9％）

団体

アンケート
佐賀市文化連盟構成団体 187

佐賀市文化連盟を

経由して配布・回収

135

（72.2％）

子ども

アンケート

小学５年～中学３年の

児童生徒
204

学校を経由して

配布・回収

201

（98.5％）

  （令和６年度佐賀市の文化に関するアンケート調査）
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文化財保存や活用に関する動向については、「鑑賞・見学しなかった」（56.0％）が過

半数を占めています。文化芸術に関する動向についても「特に鑑賞したものはない」

（30.6％）の回答が上昇しています。その理由として、「鑑賞・見学する時間がなかっ

た」という回答が最多ではあるものの（文化財の保存・活用48.9％、文化芸術60.4％）、

「どのような文化財があるのか分からなかった」（22.3％）や「文化財に関する必要な

情報がどこにあるか分からなかった」（15.7％）、「文化芸術に関する必要な情報がどこ

にあるか分からなかった」（19.1%）と回答した人も多く、必要な情報が届いていない

ことが分かります。
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② 文化芸術に関する情報源

「市報」(54.1%)「インターネット・ＳＮＳ」（38.7％）となり、市報やインターネッ

ト等が「テレビ・ラジオ」(34.3%)、を上回って上位の順位となりました。

あらためて、インターネットを中心とした情報社会の進展を実感する結果となりまし

たが、「新聞・雑誌」（35.4％）「テレビ・ラジオ」（34.3％）との回答もまだまだ多い

ことから、それぞれの媒体のメリットを活かし、広く情報発信をしていくことが求めら

れています。

③ 次世代を担う人材育成

次世代を担う人材育成については、歴史・伝統文化の継承のために重視すべき取組み

も、文化芸術に関して重視すべき取組みも「鑑賞の機会の提供」が最も多くなっていま

す。（歴史・伝統文化57.2％、文化芸術53.1％）また、前回の調査よりも「体験できる

機会の提供」の割合が増加しています。（歴史・伝統文化55.2％、文化芸術45.6％）今

後とも、鑑賞の機会の提供とともに体験活動の充実を図っていくことが求められていま

す。
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人材育成を促

進するための

事業を行う

文化芸術事業

の鑑賞や活動

に参加する場

合、費用の負

担を軽減する

子どもや学生

に向けた文化

事業につい

て、広報の充

実を図る

その他 不明

(%) 【一般】
R6年度

R1年度

H28年度

■歴史・伝統文化の継承のために重視すべき取組みについて

■文化芸術に関して重視すべき取組みについて
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(%) 【一般】
R6年度

R1年度

H28年度

■歴史・伝統文化の継承のために重視すべき取組みについて

■文化芸術に関して重視すべき取組みについて
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④ 団体活動の状況

文化芸術活動団体の状況としては、少子高齢化にともなって、会員の確保や後継者不

足といった担い手不足がより深刻な問題となっています。

一方で、会員の確保については、自作のポスターや地域の広報誌と、インターネット

による方法が併せて10％ほど増加するなど、前回よりも積極的な取組みが見られます。

また、文化芸術活動団体が求めているものとして、市に対しては「市民の文化意識の

高揚」（36.3％）が「文化施設の整備・充実」（29.6％）を上回っており、「文化芸術活

動に関する情報の提供」（14.8％）の割合も増加していることから、ハード面だけでは

なく、情報発信能力等のソフト面の充実も求められています。

■活動を継続していくにあたっての課題について
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(%) 【団体】
R6年度
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H28年度
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